
７月１８日（木）らいおん組 

 

先日、新聞紙で遊びました。保育者が袋に入った新聞紙をチラッと見せると、「しんぶんだ
ー！」と興味津々の子どもたち。保育者が縦に裂いて「どんな音した？」と聞いてみると「ビリビ
リって言った！」「サーって音も聞こえたよ」と新聞紙がちぎれる音や紙と紙がこすれる音に気付
き、言葉にする子もいました。 
小さくちぎった新聞紙を子どもたちの上からパラパラと落とすとシャワーのようで、見上げて

目を閉じて嬉しそうな表情をしたり、両手で掴もうとしたりしていました。 
しっぽ、絆創膏、耳、ほうきなどいろいろな物を作って見立て遊びをする子もいましたよ☺ 
新聞紙遊びを楽しむ子どもたちの様子をご覧下さい♪ 

 「猫の耳作ったよ         」 

 真剣に新聞紙をちぎっていますね☺ 

こんなことを大切にしました       

 

 

保育者が新聞紙を前に出して持つ

と、手をグーにして破ろうとしてい

ました。 

 
新聞紙のシャワーだ！ 

 

保育者が新聞紙を細かくちぎっ

てほうきのようなものを作ると、

真似て作り、掃除をするように腕

を動かしていました。 

 
書いてある文字や写真が気になる

ようです。これ何かな…？ 
 

破れるかな？ 

 

楽しかったようで、下に落ちた小さな

新聞紙を集めて「もう一回！」と保育

者に渡してくれる子もいました。 

★身近な素材から想像力を育む 

★手先を積極的に動かして手先の 

力・感覚を養う 


